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桃島バイパス 県の社会基盤整備プログラムに記載される！ 
～温泉街での交通環境改善への取組が必須条件～ 

 
 城崎温泉では、かねてより安心・安全なそぞろ歩きをめざし温泉街の交通環境の改善のための諸
検討に取組んできました。その中で大きな比重を占める事項に「桃島バイパスの整備」があげられ
ていましたが、この度改定された社会基盤整備プログラムに桃島バイパスが初めて記載されたまし
た。 
 同プログラムでは、10 年間の計画期間のうち後期の 2024～2028 年に桃島バイパスの着手が
位置づけられています。また、裏面の説明資料のとおり、城崎温泉街での「地域の皆さんの主体的
な交通環境改善への取組み」がますます必要となってきます。 
 

城崎温泉交通環境改善協議会会⻑ ⻄村 総⼀郎 
「そぞろ歩き」を楽しめるまちの実現を⽬指して多くの皆様にご協⼒をいただきました。

努⼒の結果、抜本的な解決⽅法として掲げていた桃島バイパスが、兵庫県が 10 年間で取り組
む事業として今年 3 ⽉に掲載されました。 

復興後、城崎温泉が現在のまちの姿となった北但⼤震災から 2025 年で 100 年となります。
次の 100 年のために今後共ご協⼒を宜しくお願い申し上げます。 

 
城崎温泉交通環境改善協議会アドバイザー 

元京都⼤学特定教授 ⼟井 勉 
我が国は既に⼈⼝減少社会に突⼊しています。でも⼈⼝減少を嘆くよりも，世界から多く

の⼈々を呼び込むまちづくりを⾏うことで、まちの活⼒を維持することが可能となります。 
城崎温泉では、地域全体を⼀つの⼤きな旅館に⾒⽴てて、まちの魅⼒を世界に発信されて

います。その効果があり、多くの⼈々が訪れる地域となっています。 
ただ、この温泉の「廊下」である道路をのんびり散策しようとしても、⾃動⾞との接触の

危険や駐⾞⾞両があることで⾞道側を歩かざるを得ないなど、困った状況が⽬⽴ちます。 
そこでこの問題を解決するために、城崎交通環境改善検討協議会の皆さんを中⼼に旅館・

商業者などの⽅々だけでなく、お住まいをされている⽅々にとっても安全で魅⼒ある道路を
実現するための取組が進められています。さらに皆さんが⼒を合わせて魅⼒ある城崎を創っ
ていかれることを期待しています． 

 
­ 但馬地域社会基盤整備プログラムとは、計画的かつ効率的に社会基盤整備を進め、「あしたのふるさと但馬」の実
現を目指すとともに緊急かつ重要な事業を盛り込み、前プログラム（平成26～35年度）を見直したものです。 

­ 近々、温泉街の事業者の皆様を対象にアンケート調査を実施します。また、町民の方につきましては今後ご意向
を伺うことがありますので、その折にはよろしくご協力ください。 



 
◆但馬地域 社会基盤整備プログラム (2019~2028 年度)  但馬県民局より 


